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［目的】イ デ イ ア
R
ク ラ ミ ジ ア （以下単に イ デ イ ア ）

で 子 宮頸管部の ク ラ ミ ジ ア 抗原が 陽性 で あ っ た検

体を用い て ， PCR法 に よ り血清型 の 判定をお こ な い

臨床 的意義を検討 した 。 【力法】 ク ラ ミ ジ ア の 検

査が必要で あ る と判断 した婦人 に対 し ， 子宮頸管

部よ り2本の 綿棒で 同時に頸管細胞を採取 し ， イ デ

イ ア で陽性で あ っ た ペ ア の 保 存検体 をPCRに 供 し た 。

PCRで ， ク ラ ミジ ア の 主要外膜蛋白（MOMP）を コ ー
ド

して い る遺伝子（OMP　1）配列の ， 4つ の 変異 ド メ イ ン

領域 の うち ， 3つ （VD　1　一一皿）を含む ように プラ イ マ

ー−CMTI と CTM8を設定 し ， 血清型 の 識別 は PCR産物を

AluI ， EcoRV ，
　 Hind皿 ，Taq　I ，氈ha　I の 制限 酵 素

で 処 埋 し ， 消化物 を竃気泳動 に か け ， そ の ハ タ
ー

ン を解析 して 識別 した 。 【成績】イ デイ ア 陽性検

体は 45症例 ， 46検体 あ り ， PCRで 識別で きた ものは

35症例 ， 36検体だ っ た 。 冷蔵保存検体で は27検体

す べ て 検出可能だ っ たが ， 冷凍保存検体で は 19検

体中9検体 ， 47％ の みが検出可能だ つ た 。 トラ コ ー

マ 結膜炎に み ら れ る と され るAか ら C型 の 中で は ，

B型 が2例認め られた 。 D型は 9例26％ と最 も多 く ，

E型 は8例 23％ ， G型 は7例 20％ ， K型は3例 9％ あ っ た 。

第四性病に 関与するL型 はな く， D ，
　E

，
　G型 で 全 体

の 69％ ，お よそ7割 を占め た 。 また血清型識別が可

能で あ っ た 35症例はすべ て 単
一

の 血清型で あ り ，

異な っ た血 清型 の 混合感染 を示す症例は なか っ た 。

【結論】下腹痛 ・ 卵管閉塞な ど ， 卵管炎や骨盤腹

膜炎を疑 う症状を認めた症例は9例あ っ た 。 D型 4例

E型 2例 、 G型 2例 、 K型 1例で あ る が 、 D型で は 9例中 ，

4例44％ が子宮頸 管炎 に とどま らず に 骨 盤腹 膜 炎 の

臨床症状 を示 し ，D型 は骨 盤腹膜 炎 へ と進行 す る可

能性が強い 事が示唆され た 。

［目的1Chlamydiatrachomatis（er ）は 15型に 分類 さ

れ，A −C型は結膜炎 ，
　 D．K型は泌尿生殖器感染に多

い とされ て い た．しかし，近年そ の 血清型分布の

変化 を示唆す る報告がみ られ る．また ， 従来法で

は異なるer 型に よ る混合感染の診断は困難で あ

り，そ の結果の信頼性が疑問視されて い た．そこ

で ，混合感染 に お い ても対応できるcr の型別診断

法を確 立し，臨床的 に 検討 した．　 ［方法】各cr 型

に 共通なMOMP 領域をPCR 法 で 増幅 し，　 dot−blot

h）loridiZationによ り型別し た、用い たprDbeは15種類

の 各 cr 型 に 特異的なもの とし、6つ の p。。1　prvbe

（PP）を作製 して どのCT 型 も異な っ た 2つ の PP と反

応す る よ うに 設定 L た．本法を15型の er 標準株お

よび CT陽性であ っ た子宮頚管炎41例，結膜炎4例

に施行 した．　 ［成績］本法により標準株はすべ て

推定通 りの 結 果を示 した．子宮頚管 の 結果は，A

型綱 ，B型3例，　 D 型7例，　 E型5例，　 F型7例，　 G 型4

例，H型2例，1型4例，　 K 型2例，　 PPの 1，2，6 と反

応した検体5例 （α 群），PPの3，4，5と反応した

検体 1例 （β群）であ っ た．α 群を解析したとこ

ろ ，い ずれ も 1 型 の 亜型 で あるIa型 と判明 した．

β群を解析した ところ，G 型 とK型との 混合感染 で

あ り，混合感染率は2．4％ （1／41）で あ っ た．結膜検

体の結果は，D型2例，　 E型 1働，　 H型1例で あっ た．

【結論｝本法によ りcr の 15血清型およびla型が診

断 可 能 で あ り，混合感染の 診断に も応用 で きる こ

とが示 された．また，結膜炎と子宮頚管炎で は型

に 差 が な くな っ て い る こ とが 示 唆 された．
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